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金
属
労
協
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）は
2
0
1
3
年
10
月

23
日
に
日
韓
金
属
労
組
定
期
協
議
を
ワ
ー
ク
ピ

ア
横
浜
に
お
い
て
、
11
月
22
日
に
中
国
金
属
工

会
と
の
交
流
会
議
を
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
（
名

古
屋
）
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
定
期
協
議
・
交
流
会
議
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ

が
運
動
方
針
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
金
属
関

連
組
織
の
2
国
間
交
流
で
あ
る
。
隣
国
と
し
て

の
韓
国
・
中
国
両
国
の
重
要
性
に
鑑
み
、
基
本

的
に
2
年
に
1
度
相
互
を
訪
問
す
る
形
で
毎
年

開
催
し
、
相
互
理
解
を
深
め
、
運
動
を
学
び
合

っ
て
い
る
。
会
議
の
名
称
が
日
韓
は
定
期
協
議
、

日
中
は
交
流
会
議
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
歴
史
を
重
ね
て
き
た
名
称
で
あ
る
の
で
、

現
在
で
も
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。

　

以
降
、
各
会
議
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

日
韓
金
属
労
組
定
期
協
議

　

今
回
の
会
議
に
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
か
ら
は
西
原
議

長
を
は
じ
め
副
議
長
・
事
務
局
長
の
三
役
お
よ

び
事
務
局
次
長
ら
が
参
加
、
韓
国
か
ら
は
Ｆ
Ｋ

Ｍ
Ｔ
Ｕ
（
韓
国
金
属
労
働
組
合
連
盟
）
か
ら
キ

ム
・
マ
ン
・
ジ
ェ
委
員
長
、
副
委
員
長
、
事
務

局
長
、
地
域
本
部
役
員
、
本
部
国
際
担
当
ら
が

出
席
し
た
。
な
お
、
Ｆ
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
が

加
盟
す
る
国
際
産
業
別
組
織
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
に
加
盟
し
て
お
り
、
キ
ム
・
マ
ン
・
ジ
ェ

委
員
長
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
執
行
委
員

代
理
で
も
あ
る
。

　

会
議
は
両
組
織
の
代
表
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た

が
、
キ
ム
・
マ
ン
・
ジ
ェ
委
員
長
は
、「
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
に
よ
っ
て
国
際
レ
ベ
ル

の
連
帯
の
輪
が
広
が
っ
た
が
、
韓
国
国
内
の
加

盟
組
織
間
で
は
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
活
動

す
る
か
に
つ
い
て
具
体
的
な
議
論
は
ま
だ
な

さ
れ
て
い
な
い
。
化
学
や
電
力
の
組
合
と
話
し

合
い
は
行
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
連
帯

の
枠
組
み
だ
け
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」、

「
2
0
1
4
年
１
月
に
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
（
韓
国
労
働

組
合
総
連
盟
：
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）
の
委

員
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｕ

か
ら
も
候
補
を
た
て
る
か
ど
う
か
決
断
の
時
期

に
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、「
政
治
・
経
済
・
労
働
情
勢
」「
最

低
賃
金
の
状
況
」
の
二
つ
の
議
題
に
基
づ
き
相

互
報
に
告
し
合
い
、
議
論
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
の
議
題
と
し
て
特
徴
的
な

「
最
低
賃
金
の
状
況
」
に
つ
い
て
韓
国
側
の
報

告
を
中
心
に
記
載
す
る
。

■
韓
国
の
最
低
賃
金
制
度
の
概
要

　

韓
国
の
最
低
賃
金
は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら

国
会
等
で
幾
度
か
法
制
化
に
関
す
る
議
論
が
あ

っ
た
が
、
国
際
競
争
力
の
弱
体
化
、
雇
用
へ
の

悪
影
響
等
を
理
由
に
制
度
の
導
入
が
先
延
ば

し
さ
れ
た
。

　

1
9
8
0
年
代
の
半
ば
に
入
り
、
社
会
経
済

的
な
条
件
が
整
い
、
最
低
賃
金
制
度
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
、
1
9
8
8
年
1
月
か

2
0
1
3
年 

日
韓
金
属
労
組
定
期
協
議

お
よ
び
中
国
金
属
工
会
と
の
交
流
会
議
報
告

3

日韓金属労組定期協議
（2013年10月23日、横浜）

最低賃金額
【ウォン：時間額】（日本円換算）

前年からの
引き上げ率

2007年 3,480 348 12.3%

2008年 3,770 377 8.3%

2009年 4,000 400 6.1%

2010年 4,110 411 2.8%

2011年 4,320 432 5.1%

2012年 4,580 458 6.0%

2013年 4,860 486 6.1%

2014年 5,210 521 7.2%

ら
施
行
さ
れ
た
。

　

最
低
賃
金
は
全
国
、
全
業
種
で
一
律
で
あ
り
、

（
基
本
的
に
）
労
働
者
を
使
用
す
る
全
て
の
事
業

所
に
適
用
さ
れ
る
。
但
し
、
家
事
使
用
人
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。

　

雇
用
労
働
省
長
官
は
、
翌
年
度
の
最
低
賃
金

を
最
低
賃
金
委
員
会
（
公
労
使
で
構
成
）
の
審

議
を
経
て
毎
年
8
月
5
日
ま
で
に
決
定
し
、
告

示
す
る
。
告
示
さ
れ
た
最
低
賃
金
は
翌
年
の
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
効
力
を
持
つ
。

　

不
履
行
時
に
は
罰
則
と
し
て
、
3
年
以
下
の

韓国の最低賃金の推移

Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
次
長（
国
際
局
長
）
平
川 

秀
行
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懲
役
ま
た
は
2
千
万
ウ
ォ
ン
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
る
。

■
最
低
賃
金
の
課
題

　

2
0
1
1
年
の
調
査
で
は
、
韓
国
の
最
低
賃

金
は
平
均
賃
金
の
32
％
（
注
：
同
調
査
で
日
本

は
30
・
4
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
で
も
低
位
に
あ
る
。
労
働
組
合
と
し
て
は
こ

れ
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
勧
告
並
み
の
50
％
に
高
め
る

こ
と
が
目
標
。

　

ま
た
、あ
る
調
査
で
は
、韓
国
の
雇
用
労
働

者
約
1
7
4
2
万
人
の
う
ち
、
最
低
賃
金
以
下

の
賃
金
し
か
得
て
い
な
い
労
働
者
が
9
・
9
％

（
約
1
7
3
万
人
）い
る
と
さ
れ
て
い
る
。最
近
、

特
に
若
者
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
低
賃
金
が
報
道
さ

れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
低
賃
金
が
守
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、

労
働
基
準
監
督
官
の
数
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、

若
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
権
利
意
識

が
低
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
韓
国
の
最
低

賃
金
審
議
会
に
お
け
る
公
労
使
の
議
論
の
あ
り

方
」「
日
本
の
最
低
賃
金
の
適
用
基
準
」「
日
本

の
最
低
賃
金
の
地
域
別
、
産
業
別
格
差
」
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

定
期
協
議
本
会
議
の
後
に
は
、
日
韓
電
子
産

業
労
組
定
期
協
議
、
日
韓
鉄
鋼
・
造
船
・
非
鉄

産
業
労
組
定
期
協
議
、
日
韓
電
線
産
業
労
組
定

期
協
議
の
産
業
別
会
議
を
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
加
盟
産
別
、

単
組
、
Ｆ
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
の
産
業
別
分
科
会
か
ら
の

出
席
者
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
両
国
の
各

産
業
に
お
け
る
情
勢
等
を
共
有
し
た
。

中
国
金
属
工
会
と
の
交
流
会
議

　

今
回
の
会
議
に
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
か
ら
は
西
原
議
長

は
じ
め
、
副
議
長
・
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長

（
国
際
担
当
）
ら
が
参
加
、
中
国
か
ら
は
団
長
で

あ
る
張
波
中
国
機
械
冶
金
建
材
工
会
主
席
を
は

じ
め
、
中
国
機
械
冶
金
建
材
工
会
、
中
国
国
防

郵
電
工
会
の
加
盟
企
業
工
会
役
員
、
中
華
全
国

総
工
会
国
際
部
担
当
ら
が
出
席
し
た
。

　

な
お
、
中
国
金
属
工
会
と
い
う
組
織
は
存
在

し
な
い
が
、
中
華
全
国
総
工
会
の
下
部
組
織
で

あ
り
、
金
属
産
業
関
係
を
組
織
化
し
て
い
る
中

国
機
械
冶
金
建
材
工
会
お
よ
び
中
国
国
防
郵
電

工
会
を
Ｊ
Ｃ
Ｍ
で
は
総
称
し
て
中
国
金
属
工
会

と
呼
ぶ
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
中
国

機
械
冶
金
建
材
工
会
は
製
造
設
備
、
自
動
車
、

鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
、
金
、
建
築
材
料
、
中
国
国

防
郵
電
工
会
は
原
子
力
、
宇
宙
、
航
空
、
兵
器
、

電
子
、
造
船
の
業
界
を
組
織
化
し
て
い
る
。

　

会
議
は
両
組
織
の
代
表
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た

が
、
張
波
団
長
は
そ
の
挨
拶
の
な
か
で
、
2
 
0
 

1
3
年
３
月
の
習
近
平
政
権
の
成
立
に
つ
い
て

触
れ
、
習
総
書
記
が
就
任
直
後
に
中
華
全
国
総

工
会
を
訪
問
し
た
こ
と
や
中
華
全
国
総
工
会
代

表
大
会
の
開
会
式
に
習
総
書
記
や
李
克
強
総
理

が
出
席
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
習
政
権
の
工
会

に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
と
し
、
工
会
も
そ
の

期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
中
華
全
国
総
工
会
や
各
産
別
工
会
の
国

際
交
流
活
動
に
つ
い
て
、
欧
米
各
国
の
金
属
労

組
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
、
国
際
労
働
組

織
の
幹
部
と
の
交
流
、
台
湾
の
労
働
組
合
と
の

協
力
関
係
の
構
築
な
ど
に
触
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
両
国
の
政
治
・
経
済
・
労
働
情
勢
」

を
テ
ー
マ
に
双
方
か
ら
報
告
し
、
議
論
を
行

っ
た
。

　

以
下
、
中
国
か
ら
の
報
告
内
容
を
中
心
に
記

載
す
る
。

■
政
治
状
況
お
よ
び
工
会
の
状
況

　

冒
頭
の
団
長
挨
拶
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
習

政
権
の
工
会
へ
の
期
待
が
極
め
て
高
く
、
そ

の
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
習
政
権
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
中
華
民
族

の
偉
大
な
る
復
興
を
目
指
す
「
チ
ャ
イ
ナ
ド 

リ
ー
ム
」
の
実
現
に
向
け
て
、
中
国
的
特
色
の

あ
る
社
会
主
義
労
働
組
合
の
発
展
の
道
を
歩

み
、
や
や
ゆ
と
り
の
あ
る
社
会
の
構
築
を
主
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
工
会
の
重
点
的
な
取
り
組
み

　

上
記
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
た
め
、
労
働 

者
の
資
質
・

技
能
を
高

め
る
、
労
働

の
意
義
の
宣

伝
活
動
、
団

体
交
渉
の
推

進
、工
会
に

よ
る
労
働
者

へ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
強

化
、
労
働
者
か
ら
の
工
会
に
対
す
る
信
頼
性
の

向
上
を
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

●
労
働
情
勢

　

三
つ
の
主
体
が
中
国
労
働
者
の
新
し
い
特
徴

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
企
業
で
働
く
従

業
員
が
労
働
者
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

二
つ
目
は
私
企
業
の
従
業
員
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
三
つ
目
は
農
民
工
が
産
業
労
働
者

の
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

●
経
済
、
産
業
状
況

　

世
界
経
済
が
回
復
力
を
欠
い
て
い
る
中
、
中
国

の
経
済
社
会
全
般
は
安
定
的
に
発
展
を
続
け
て

い
る
が
、
冶
金
、
造
船
と
い
っ
た
産
業
で
は
生
産

設
備
の
過
剰
等
に
よ
っ
て
厳
し
い
局
面
に
あ
る
。

ま
た
、
自
動
車
産
業
で
は
、
生
産
台
数
も
増
え
国

産
ブ
ラ
ン
ド
は
大
き
く
成
長
し
た
が
、
自
主
開
発

能
力
は
依
然
と
し
て
低
い
等
の
課
題
が
あ
る
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
中
国
国
内
で
の
台
湾
系

Ｅ
Ｍ
Ｓ
企
業
の
組
織
化
」「
チ
ャ
イ
ナ
ド
リ
ー

ム
の
解
釈
」「
日
本
の
団
体
交
渉
と
労
使
協
議
」

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

次
回
の
開
催

　

日
韓
金
属
労
組
定
協
議
、
中
国
金
属
工
会
と

の
交
流
会
議
と
も
に
、
最
後
に
こ
の
定
期
協
議
・

交
流
の
意
義
を
確
認
し
合
い
、
次
回
の
開
催
に

つ
い
て
も
確
認
し
た
。
日
韓
金
属
労
組
定
期
は

2
0
1
4
年
の
秋
、
中
国
金
属
工
会
と
の
交
流

会
議
は
2
0
1
4
年
6
月
に
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
、

中
国
で
開
催
の
予
定
で
あ
る
。

中国金属工会との交流会議
（2013年11月23日、名古屋）


